ミサ を 読んで しまって、 マリア. シュ ネェの 司祭 は 

贄 卓の 階段 を 四 段 降りて、 くるりと 向き 直って、 レク 

うしろ うづく ま 

トリウムの 背後に 蹲った。 それから 祭服の 複雑な 襞 

の 間 を 捜して、 大きい ハンカチ ィフを 取り出して、 

恭 しく 鼻 をかん だ。 オルガン 音階の C 音 を 出した の 

しゅ 

である。 そして 唱へ 始めた。 「主に 於いて 眠り 給へ る 

帝室 評議員 アントン . フォン • ヰック 殿の 為め に祈禱 

ぬ ぼく 

せしめ 給へ。 主よ。 御身の 敬虔なる 奴 僕 アン トニ ウス 

に 慈愛 を 垂れ 給へ ご 

ベンチの 第一 列に 腰 を 掛けて ゐ たのが、 此時 立ち上 

がって、 さも 感動した らしく 鼻 をかん でゐる 男が ある _ 



少佐 夫人 は 只 頷いた。 

ス タニス ラウス は 二三 度 肩を聳 かして、 そして 心配 

らしい、 物 を 聞き 定める やうな 顔 をした。 

一同 はィレ エネ. ホルンの 家の 戸口に 着いた。 その 

時 スタニ ス ラウス は 家族が 皆 見て ゐる 前で、 さっきの 

肩の 運動 を 繰り返して ゐる。 

ィレ エネが その 様子 を 見て、 じれった さう に、 「をぢ 

さん、 どうな すった の」 と 云った。 

ス タニス ラウス は先づ 心配げ な 顔に、 堪忍の 表情 を 

蓄 へられる 丈蓄 へて、 矢 張 さっきの 肩の 運動 を 繰り返 

して、 溜息 を衝 いて 云った。 「なんだか 体が ぎごちな 



扱って ゐる 書類で あったら、 これから その 書類の 下の 

端へ、 よ ぢれた 草の 茎 を 組み合せ たやうな 字で 「スタ 

二 ス ラウス . フォン . ヰ ック」 と 署名しょう として ゐ 

ると たんの やうに、 ナイフ は 握られて ゐ るので ある。 

もく ゑ 

周囲の 人 は、 皆 この 重要な 剎那を 黙 会して、 殆ど 息 

もしないで ゐる。 併し 卓の 下の 端に ゐる 小さい ォスヮ 

ルド は、 遅馳 せに スゥプ を 啜って ゐる。 それから ァゥ 

ダステ をば さん は、 かう 云 ふ 会食の ある 度に、 三日 前 

からと 三日 後までと を 併せて、 七日 分の 腹を斿 へて 置 

しゃべ 

かう として ゐ るので、 どうしたら、 なる 丈 沢山 饒舌つ 

て、 同時になる 丈 沢山 食べられる だら うかと 云 ふ 研究 



に 汲々 として ゐる。 をば さん は 山 盛に 盛り上げた 皿の 

前に、 衝立 を 立てる やうに、 談話と 云 ふ もの を 立てて 

置いて、 胃腸の 消化と 空想の 消化と に 競走 を させて ゐ 

しごと 

る。 そこで、 この 込み入った 為 事 は 随分 骨が折れ るの 

で、 をば さん は 逆上して 来て、 折々 息 を 入れる ので あ 

る。 

丁度 さう 云 ふ、 をば さんの 休憩の 時であった。 スタ 

ニス ラウス は 目 を 高い 腕附 きの 椅子から そらして、 ち 

よつ とァゥ ダステ をば さんの 陰気な 額の 上に 休ませて、 

をん な あるじ 

更に 一転して、 大いに 意味 ありげ に 女主 人ィレ エネの 

顔に 注いだ。 ィレ エネ は 自分が フォン . ヰック 家の 娘 



だと 云 ふ 資格 以上の 自信 を 有して ゐる 女で ある。 ィレ 

エネ はをぢ さんの 此 一瞥 を 恭しく 受け取って、 周囲の 

一同が ひっそりと 黙って ゐる 中で、 さも 手が 懈 いと 云 

くだもの む 

ふ 風に、 持って ゐた 果 を剝く 小刀 を、 W の 上に 冠の 

さか づき 

ある 印の 附 いた 杯 の 縁まで 上げて 一 度ち いんと 叩い 

た。 

この 小なる 原因 は大 なる 結果 を 現した。 食卓に ゐる 

丈の 人の 手に 持って ゐた 武器 は、 大層 嬉し さうな のと、 

それ 程で もない のとの 別 はあって も、 皆 多少の 忙は 

しさ を 見せて 働いて ゐ たの だが、 それが 一斉に 運動 を 

止めた。 そして 此人々 の 膝の 上に あった セル ヰ エツ ト 



は、 それん \ の 手に 摑 まれて、 軍使の 掲げる 旗の やう 

に、 休戦と 平和と を 表して 閃いた。 

家兎の やうな 目 をして ゐる フランス 女 は、 子供の 手 

から 匙 を もぎ 取った。 

「Queveux-tu ？」 猫のお こった やうな 声で、 子供が 云 

つた。 

ぢ よけう し 

女 教師 は 非常な 恐怖 を 顔に 見せて 囁いだ。 「Fais 

attention!」 

此 騒動の ために、 ス タニス ラウスの 口から 出た 最初 

の 数 語 は、 丸で 人に は 聞えなかった。 ス タニス ラウス 

のど つか 

は 一層 居丈高に なって、 吭に 支えて 眠って ゐる詞 を 揺 



けで ある。 それが 偶にけ ふの やうな、 重大な 儀式が あ 

ると 給仕に 出て 来る。 さう いふ 時 爺い さん は紋に 

ゐ だ 

Constantia et fidelitas とい ふ ラテン語の 錶 出して あ 

る、 銀の 控鈕 の附 いて ゐる、 古い、 地の 悪くな つた リ 

フ レエ 服 を 着て、 痛風で 曲がった 指に、 寛い 白 麻の 手 

袋 を 嵌めて 出て 来る。 その 様子が 骸骨に 着物 を 着せた 

やうに 見える。 

丁度 枯葉が 風に 吹れ て 飛んで 来た やうに、 爺い さん 

は 卓の 端まで 来て、 女主 人の 席の 背後に 引っ付いた。 

はんめ くら 

半盲に なって ゐる 目が、 薄暗い 食堂の 中の 物 を 見 分 

ける までに は、 余程 暇が 掛かる。 その 暇 を 掛けてから 



の 目 をした 女 は 誰 だら うとい ふ 心 当りが、 どうしても 

附 かなかった。 併し 自分の 記憶が 折々 怪しくなる 事 は 

認めて ゐ るので、 この 女の 事 位 思 ひ 出されなくても 差 

支ない と 思って、 ちょいと 出した 皿 を、 まだ 女の 十分 

取らない うちに 引っ込めた。 女 教師 はび つくりして 振 

リ 向いた が、 その 驚き を 人に 気取られ ないやう にと 思 

つて、 子供に 物 を 言った。 「BUW, tu as tro や」 かう 云 

ひながら、 子供の 皿の 上の 一切れの 肉 を こっそり 自分 

の 皿の 上に 運んだ。 

ォスヮ ルド は Y は > は 惜しげ に そ の 肉 を 見送 つ た。 

この間 ァゥ ダステ をば さん は 色々 な、 下らない 世間話 



が 「ぺェ テル」 と 囁いで ゐ はしない かと 懸念した。 併 

し 誰 一 人 唇 を 動かして ゐる ものはなかった。 

ス タニス ラウス はお そる /^振り返って 見て、 精々 

気 を 弱らせぬ やうに と 自ら 努力して、 口の 内で、 「こい 

つ 気が 変にな つて ゐ るな」 と 云った。 併し 背後に はも 

う 誰も ゐ なかった。 

ス タニス ラウス は 平手で 二三 度 狭い 額 を 撫でた。 

「どうかな すった の」 と、 隣の 少佐 夫人が 云った。 夫 

人 は 一 座の 中で 割合に 慌てずに ゐ たので ある。 

「いや。 なに ご ス タニス ラウス は 微かな 声で 答へ た。 

それから 強 ひて 決心した らしく、 膝の 上の セル ヰ エツ 
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